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立地手順の構造と立地基準の位置付け 

 立地手順は、以下の要素①と②から構成される。 

① 検討対象地点の具体化 
     

② 立地基準に基づく選定 
         原子力機構が、具体化された検討対象地点の中から、「立地基準」 に基づき検討対象 

     地点を評価し、候補地の選定（埋設施設の設置候補地の選定）を行う。 

③ 選定された埋設施設の設置候補地及びその周辺において立地環境調査を行う。 

P.1 

   また、施設の基本設計や詳細評価を行って安全審査を受ける。 

（立地基準） 
 ・安全性 
 ・環境保全 
 ・経済性・利便性 
 ・社会的要件 

埋設施設の
設置候補地 立地環境調査 

安全審査 
基本設計 

詳細評価 

検討対象地点 
の具体化 

（文献調査レベルでの評価） （現地調査） 
自治体の了解
手続き 

② ③ ① 

立地活動
の開始 

立地基準及び手順に関する検討範囲 

  原子力機構が、埋設立地の検討対象とする地点（検討対象地点）を具体化する。 

立地基準に 
基づく選定 



1地点の場合 

複数地点の場合 

 文献レベルの情報で、障害と
なる要因の記述や、法的規制
が見出されるならばその地点
を除外する。 
 逆に、見出されなければ、こ
の段階では“適合”していると
評価する。 

第１段階 
不適合 

適合 

選定 

安全性、環境保全の観点からの 
現地詳細調査・評価 
埋設施設の基本設計 
経済性・利便性の最適化 
社会的要件に対する方策検討 等 

安全審査 

立地環境調査 

立地基準に基づく選定評価の手順の考え方 

埋設施設の設置
候補地としての 

国による 

 文献レベルの情報で、障害と
なる要因の記述や、法的規制
が見出されるならばその地点
を除外する。 
 逆に、見出されなければ、こ
の段階では“適合”していると
評価する。 

立地基準に 
基づく選定評価  

 

適合性評価 

安全性、環境保全、経済性・
利便性（用地面積等） 

1地点 

経済性・利便性、社会的要件 

比 較 評 価 
 適合とされる地点がさら
に複数残る場合、それらの
地点の好ましさの優劣を 
文献レベルの情報で評価
する。 

（AHP法等の適用） 

P.2 

判 定 

対象地点数 

第２段階 

検討対象地点の具体化 

安全性、環境保全、経済性・
利便性（用地面積等） 

適合性評価 
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